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1)聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部作業療法学科、 2)朝山病院、  
3)浜松市リハビリテーション病院、4)聖隷三方原病院、 
5)高次脳機能障害サポートネットしずおか、  
6)NPO 法人えんしゅう生活支援 net 
【はじめに】 
平成 16 年の厚生労働省の調査によると高次脳機能障害者は全国で 30 万人と推定されて




























療法士からの評価によるその他、行動 図 1 高次脳機能デイケアの目的 
35 6
36 
9：00 1 日のオリエンテーション 
1 分間スピーチ 
9：30 集 団 に よ る 社 会 生 活 技 能 訓 練 （ SST: Social Skill 
Training） 










施した。（図 1）  
高次脳機能デイケアは医療と福祉の隙間を埋めることによってシームレスなサポートが














図 2 高次脳機能デイケアの社会的位置づけ 
 
---------アウトカム及び分析方法について ---------------- 




毎月第 1、2、3 の火曜日（2010 年 10 月 12 日～2011 年 3 月 15 日）9：00～15：30 ま
での計 16 回実施した。高次脳機能障害者の参加者は 10 名（39.2±12.0 歳）で延べ参加人























（混乱）の低下など変化が認められた。（図 3）参加者 10 名の Patient Competency Rating 
Scale (PCRS) においては、8 割において変化が認められ、設問にある課題項目ができると
思うと感じる割合が増加した。（図 4）当事者と家族からのアンケート調査では、参加開始
前における期待値は平均 6.9 ポイント（最高 10 ポイント）であり、参加後における変化
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図 4 PCRS の結果 
図 3 POMS の結果 
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-----Patient Competency Rating Scale (PCRS) について ----- 












































第 39 回大会、2011.8（愛知）  
・第 46 回日本作業療法学会発表予定 
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